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見沼ふれあい農園づくり第２号地秋野菜栽培 
 本年度の見沼ふれあい農園の秋野菜栽培は第 2号地に於いて 9 月 10 日（土）に開催されました。晴天との好

条件もあり、94 名と大勢の参加に恵まれました。この参加者は見沼ふれあい農園づくりの秋野菜栽培に、一般の

方々からの募集に応募した 73 名が含まれています。一般公募者総勢は 134 名となりますが、その内の約半数が

第 1 日目に参加されたことになります。それ以外の参加者は会員応募者・県担当者・当会理事の参加によります。

応募者のうち子供達の参加総数は 61名ですが、その内幼稚園児から小学低学年生が半数以上を占めているよう

です。 

 本日の作業の２号地は既に栽培対象となる秋野菜栽用の 12 畝が

整備され準備されています。夫々の畝には種蒔き対象の品種名の表

示もされています。受付の際に 4班編成により夫々の班に 3畝を担当

して頂き、その畝に対応する秋野菜の種を蒔いて頂くように致しまし

た。勿論、希望が有れば、親しい家族グループと同じ班になれるよう

配慮もされています。掲載の写真は佐々木明男様の作品を活用させ

て頂きました。 

参加された方々は事前に配布されました、秋野菜栽培に関する作

業要領については了解されておられ、コロナ対応は充分対応され全

員マスク着用であり、受付時の手の消毒も快く受けて頂きました。 

 １０時から、秋野菜栽培に関する第 1 回目の集会が行はれました。まず、当会会長並びに県土地水政策課担当

者の挨拶があり、引き続き、作業の概要説明、更には班の担当者が紹介され、夫々の班に分かれて、担当する畝

とその畝に蒔く種についての実務的な指導は作業開始前に班担当の当会理事により指導がなされることになって

います。これらの作業について始めての方も多いと思われますが、今回の参加者の方々は直ぐにそれらの作業要

領を体得して、子供達は父母と共に指示されて手法によりその畝の該当品種の種蒔きを行う姿の一所懸命さはそ

の体全体にはっきりと現れていました。この様な自然との関わり合いには将来に幾らかは益するだろうことを大いに

期待したいと思います。 

 本年の秋野菜栽培の対象となります品種は大根（青首大根・赤大根・二十日大根）、蕪(小カブ・赤カブ)、水菜、

サニーレタス、法蓮草、春菊と身近な生活するうえで馴染みの野菜の名前ばかりです。ただ、その種を初めて触る

方は都育ちの大人にも居たでしょうが、その作業も順調に遂行されました。 

 第 1 回目の作業が順調に実施できるように当会理事による事前事業

が行われました。8月中の 2日間を費やして、畑の除草、耕耘、施肥（発

酵顆粒状鶏糞・化成肥料・苦土石灰）実施されて、更に、マルチ張り兼

畝づくり（12 畝）が整備されています。更に、本日の作業手順の準備な

どの対応など予定された諸事項についても処理済みで有りました。 

作業はほぼ 1 時間程度で全ての種蒔き作業は終了しました。お茶の

時間の後、2週間後の 9月 24日（土）が第 2回目の作業日のことを確認

した上で解散となりました。 

今後の作業として除草が可成りの比重を占めますが、その間には間引き（食用になる品種も）や成長の早い品種

（例えば二十日大根など）は作業期間中には収穫が出来る事になります。それらを楽しみにして参加願いしたいと

思います。 

第 92号 
2022年 10月 
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          見沼たんぼくらぶのイベント 

             見沼の自然と史跡を訪ねて  

見沼たんぼくらぶでは、年に 4回の自然観察会、「見沼の史跡と自然を訪ねて」を実施している。 

本年度も NPO法人自然観察さいたまフレンドの指導スタッフの案内で、9月 19日の実施予定であったが 

大型台風で中止となってしまったので、勝手ながら事前調査

の記録を紹介することでご勘弁願いたい。 

 スタートは浦和駅からバスを利用して、大崎公園になる。 

園内に入ると、ケヤキの巨木が目に入る。ご存じ埼玉県の木

である。立ち姿がすばらしく、私の好きな木でもある。 

メタセコイアの立ち並ぶ場所を過ぎて、木傘神社に向かう。

社殿は日本武尊が奥州に下る途中、このあたりで激しく降る

雹に出会い、大木の下で祈祷をして雹を追い払ったことから

祀られたものと伝わっている。赤い明神型鳥居が目立つ。 

 大きな家が立ち並ぶ道を歩くと、背の高い植木や垣根が目

立つが、足元には、カタバミ、コニシキソウ、トハワハゼ、チチコグサなどを見つけることができる。大

型の野草としては、シオン、キクイモモドキ、キバナコスモス、カラムシ、イノコヅチなどなど。 

 堂々たる家並みが続き、芙蓉の柔らかい花がよく目立つ。大型のアメリカフヨウや朝に白かった花が 

夕方には赤くなってしまうという、「酔芙蓉」など仲間も多い。 

 今回のコースは神社仏閣の多いところである。次に向かったのは、土の中から、聖徳太子の像が見つか

ったとされる、太子堂である。ここには小型の鰐口があるが、市内では最も古いものとされている。 

塚の上に小さな祠が祀られて、両側に可愛らしい狛犬が鎮座している。古い神社には小型の狛犬が祀られ

ているが、ここにあるのは特に小さい。 

 次に國昌寺と総寺院に向かうが、両寺ともさいたま市の史跡として必ず紹介されている名跡である。 

特に国昌寺山門に掲げられている竜の彫り物は、左甚五郎作と伝わっている。 

 近くにある総寺院は牡丹寺としても知られていて、特に鐘楼門はこの辺りでは大変珍しいものである。 

ここから一度見沼代用水に沿って歩く。ようやく彼岸花も咲き出して、やがては日本一長い桜回廊に負け

ないような賑やかさを見せてくれるだろう。 

 最後は鷲神社を訪ねる。毎年のように奉納されていた、獅子舞が有名である。境内もよく整備されてい

て、散策の途中で参拝に訪れる人も多い。本日のコースは距離が長いのが少々辛いが、見沼散策の代表的

なコースになっている。どうぞ皆さんも一度訪ねてはいかがでしょうか。 (佐々木 記) 
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見沼たんぼくらぶのイベント 

 

ジャガイモ収穫祭に参加して  

私たち「社会福祉法人ななくさ 多機能型大谷事業所」はさいたま市見沼区大谷にある障害者施設 

です。当事業所では、生産活動、職場の開拓、体験、定着など就労に関する訓練、支援を提供し企業就労

を目指す就労移行支援事業と、働く生活を通じて

将来の自立生活に必要な知識や技術の育成、自立

への意欲向上を図る就労継続支援Ｂ型事業があ

る多機能型施設です 

 

２０２２年６月８日(水) 

見沼田んぼクラブのイベントであるジャガイ

モの収穫を体験させて頂きました。 

今回の収穫祭を楽しみにしていた利用者さ 

んは掘ったジャガイモの大きさを見てビッ 

クリし、大きいジャガイモをどのように食べ 

るか等を考えたり楽しみながら体験が出来ま 

した。 

見沼たんぼくらぶの、皆様と共に楽しい時間を

過ごさせていただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収

収穫したジャガイモは、各ご家庭に持ち帰っていただき肉じゃが、カレーなどに使用し食べました。 

またジャガイモをポテトチップスにする事にも挑戦したところ薄く、細かく切る事がとても大変でした

が、ジャガイモ本来の味を感じる事が出来ました。 

貴重な体験をさせて頂き本当にありがとうございました。 

                 (社会福祉法人ななくさ多機能型大谷事業所 鈴木伸英) 
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見沼たんぼくらぶのイベント 

                里芋・八つ頭栽培 

4月 21日に始まった、「里芋・八つ頭栽培」は今日で 5回

目となり、待ちに待った試し堀りとなった。 

この日は朝からの雨となり、現地につくころは一段と激しい

降りとなってしまった。 

参加者が揃ったところで協議となり、作業決行となった。 

登山のような場面では、早めの撤退が常道であるが今日の判

断は実によかった。さすが三上会長である。 

 前回の除草が 7 月 7 日であったので、9 月 10 日ともなる

と、雑草が所かまわず侵入し、野菜がすっかり隠れてしまう

ほどである。 

雨ですっかり濡れてしまった畑は、草刈り機(ハンマーナイフ)を使っての除草は大変である。草が機体に

絡みついて、しまいには燃料切れまで起こしてしまうといったハプニングも発生した。 

 この 3号地は、長い間休耕地であったにもかかわらず、我々たんぼくらぶの地道な活動が次第に実を結

び今日では、里芋や八つ頭を中心にショウガ、サツマイモなども程よい収穫が出来るようになっている。 

 この 3号地の周辺は、見渡すかぎりの植木苗になっていて、生

産農家が野菜を育てているような場所は少ない。したがって野菜

だけについていうならば、耕作放棄地域である。 

 本日の参加者は 11 名、中高年男性の中でたった一人の女性参

加があった。最も女性は全員参加でも 4人である。一家の主婦が

家を離れて、遠くまで農作業に参加をしてくれることは実にあり

がたいことである。今日の Yさんも、大きなマスクと深い帽子と

いったいでたちで、よく動いてくれる。特に休憩時間になると、

一段と会話が弾み、疲れを忘れさせてくれる。実にありがたい存

在である。これからも飽きずに頑張ってほしいと思う。 

  ※ 会員の皆さんへ一言 

 この秋野菜栽培は、たんぼくらぶの役員が主体となって作業をしていますが、例年人手不足で苦しんで

います。どうぞ少しでもご協力が出来そうな方は是非ご連絡ください。お待ちしています。 

            (花と昆虫以外の写真は、役員の小林さん提供です。佐々木 記) 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

３号地全景 センニンソウ 
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【円蔵院】（大銀杏はみぬまのランドマーク） 

自然豊かな見沼を見晴らす真言宗智山派の歴史ある

寺です。開創年代は不詳ながら応永 12 年（1405 年没）

に法印隆景が開山したといいます。新秩父霊場 23 番、

24 番であり明治時代に焼失した宝乗院から檀信徒に

より移され如意輪観世菩薩が安置されています。枝垂

れ桜の古樹や樹齢 600年の大銀杏は天然記念物に指定

されています。 

 

 

  

  

 

 

作者：飯村雅子 

題名：秋の見沼自然公園 

公園には広い芝生と大きな池があります。木立に囲

まれた池の周りを散策しては四季折々の季節を感じ

ています。小春日和の一日、池の向こうに見える東

屋を描いてみました。 

 

【みぬま見聞館】（見沼の自然を学べるスポット） 

大宮南部浄化センターと併設された環境学習施

設および自然庭園。建物とビオトープで構成されて

おり、館内は多数の写真と掲示物があります。脇を

流れる芝川の野鳥観察用の双眼鏡も設置され、窓越

しに観察ができます。自然庭園内の動植物の観察や

環境など、様々な話題を取り上げて学習する「自然

観察・環境学習会」が定期的に開催されています。 
 

【旧大宮図書館】（47 年間、有難うございました） 

旧大宮図書館は、1972 年に氷川神社二の鳥居の横に建て

られ、2019 年 5 月に新大宮図書館に移転するまでの 47

年の間 地域の人に親しまれてきました。前面の張り出

した個性的な外観は氷川参道の欅と調和しています。50

年経った今、市民の声を反映し民間事業者に貸し出して

活用することになり新たな一歩を踏み出しました。 

（私事で恐縮ですが、この建物は私が携わった最初の現場です）。 

 

 

https://www.tripadvisor.jp/ShowUserReviews-g298180-d20140566-r745385324-Natural_Garden_Minuma_Mimonkan-Saitama_Saitama_Prefecture_Kanto.html
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見沼たんぼの仲間たち 

誰もが食べるものに困らない社会をつくりたい 

にしにこフードパントリー 代表 安部佳世 

  私達はさいたま市西区で隔月に 1 回フードパントリーを開催しています。フードパントリーとはもとも

と「食料庫」を意味する言葉ですが、その言葉の通り、食糧支援が必要な人がそこに行けば食品をもらえ

る場所、それが「フードパントリー」です。 

私達の団体では常時必要な人に食品をお配りすることはできませんが、フードバンクや支援者の方々から

引き受けた食品を買い物かご２杯分くらい、申し込みをされた子

育て中の世帯に配布している「子育て応援フードパントリー」を

隔月に 1 回開催しています。 

昨今「子どもの貧困」が社会的な問題となっています。日本では

７人に１人の子どもが相対的貧困状態にあるというデータがあ

り、その貧困率は OECD 諸国の中でも最低水準にあるといわれ

ています。また、もともと女性の給与水準が低く、出産などで一

度離職したら正社員への復職が難しい現在の日本は、シングルマ

ザーが子育てをするにはとても厳しい社会です。 

私達にしにこフードパントリーは未来を担う子どもたちが、少しでも安心して日々の生活を送ることがで

きるようにしたい、また子育てしながらがんばって働いている保護者の方々を応援したいとの思いでフー

ドパントリーを開催しています。また運営しているメンバーも子育て世代が多いため、ただ「食糧を支援

する団体」ではなく、運営スタッフ、パントリーを利用してくださる皆さん、パントリーを支援してくだ

さる皆さんみんなが「支え合い。子育て世帯を支援する地域の輪」を作っていきたいと活動を行っていま

す。 

  パントリーで配布しているのは、まだ十分に食べられるのにパッケージの問題などで廃棄処分となった

フードバンクからの食料品や、地域の企業や住民の方が寄贈してくださった食べ物です。また県内の心あ

る農家さんからもいつもおいしいお野菜をいただきます。それらはみんな多少規格が合わなくても、パッ

ケージに印刷ミス等があっても、十分食べられるおいしい食べ物です。そういったものが日々廃棄されて

いるという日本のフードロスの現状にもパントリー活動を行っていると直面し、大きな問題だと感じます。 

 見沼田んぼクラブさんからは、昨年、一昨年はお米を、今年の夏はじゃがいもをいただきました。お米

は主食で食の基本、またじゃがいもは、子どもたちが大好きなお野菜です。お渡ししたとき、どこのご家

庭もとても喜んでくださっていた顔を思い出します。また作っていただいたみなさんの温かい顔も思い浮

かびました。いつもありがとうございます！    

 私達の団体では、配送や配布をお手伝いいただけるボランテ

ィアさん、提供いただける食品など随時募集しています。 

 地域の老人ホームをお借りしていることもあり、コロナ禍の

影響で現在は屋外での開催となっていますが、ご興味がある方

は、ぜひ、多くの方と未来を担う子どもたちを支える温かい子

育て支援の輪を作りたいと思っていますので、見学にもいらし

てください。 
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【コスモス畑を訪ねて】 

8 月 20 日にコスモス畑の除草作業を訪ねまし

た。この畑は、氷川女体神社から近い見沼大橋

の南に位置し（さいたま市緑区大字見沼６１０、

６１３）面積は２０５０㎡（約 2 反）。周囲は

農地が広がり、近くに芝川、遠くにはいくつか

の木立が望めます。２０１７年から毎年、春は

菜の花、秋はコスモスを栽培しており、その豊

かな景観は地域の人達に楽しみを運んでいま

す。６月初旬に５キロの種まき終えました。除

草などの整備を経て９月には「こぐま保育園」

の園児たちの花摘みが予定されています。 

【除草と豊かな自然】 

立秋から 2 週間が経ちましたが、既に気温は

３０度を超えています。１０時前に伺うと、三

上会長をはじめ５人の担当役員が除草作業をし

ていました。コスモスに交じって多くの雑草が

伸びています。三上会長は草刈り機を巧みに操

作し、コスモス群の列の間の通路を造成してい

ます。担当役員の方々は中腰になったり、膝を

地につけたりして一本一本、コスモスの茎間を

縫うように雑草を引き抜いています。慣れた手

つきで手際よく作業が進んでいました。 

 
草刈り後の通路に目を向けると、バッタやコ

オロギ、蝶、トンボなど、多くの昆虫が動き回

っています。豊かな自然に感動すると同時に、

虫たちを追い回した幼い頃の記憶が蘇ってきま

した。園児たちの花摘みや虫取りに興じるあど

けない笑顔が目に浮かんできました。 

 

 

 

見沼たんぼ探訪記 （1 号地のコスモス祭に向けて） 

【暫しの休憩】 

休憩は 1.5 坪ほどの青い仮設テントの中。清

涼飲料で喉を潤すと普段の笑顔が戻ります。彼

方にのぼる白煙に、野焼きの話が始まります。     

続いて、肘下を保護する腕カバーの話などいろ

いろと会話が弾みます。三上会長からの「今日

は７時半から八つ頭農園での除草を済ませ、こ

こは２件目ですよ」の話にびっくり。この暑さ

の中、このタフでエネルギッシュな姿に頭が下

がります。本当にお疲れさまです。 

園児たちの花摘みの日を楽しみにしてコスモ

ス畑を後にしました。 

【コスモスの花】 

 
コスモスは、メキシコ原産のキク科の一年草

の花で、日本に渡来したのは明治時代とか。日

本人の好みの花でたちまち栽培が広がったよう

です。また、「秋桜」と呼んだこともイメージ

の定着に繋がったとも云われています。 

俳人である稲畑汀子の「コスモスの揺れ返す

ときに色乱れ」という句があります。初秋から

晩秋まで咲き続ける花は白・淡紅・紅など色と

りどりで美しく、風に揺られるたびにコスモス

園の色柄がかわり楽しませてくれることを詠ん

でいます。さだまさし作詞の「淡紅の秋桜が秋

の日の何気ない陽だまりに揺れている」で始ま

る「秋桜」を聴くと、可憐に咲くコスモスに魅

入りたくなります。一方、コスモスの意は「秩

序ある世界」。紛争のない平和な世界を願わず

にいられません。（落合秀行 記） 
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見沼たんぼくらぶ関連のお知らせ 

 13回見沼たんぼくらぶ清掃ボランティア 

開催日時：11 月 3 日（木・祝）10 時～12 時 

     （雨天決行） 

実施場所：明神下橋～石橋（芝川） 

集合場所：見沼グリーンセンタ―（市民の森） 

     正門前（受付：9 時 30 分から） 

服装など：清掃作業に適した装着で、履物は履き

慣れたジョギングシューズが良いで

しょう。 

申込み ：当日 10 時までに 

配布物 ：ゴミ袋（可燃物・不燃物用）、軍手 

飲み物（ペットボトル）、参加記念 

品（見沼たんぼありがとう米） 

参加費 ：無料 

 

 

見沼塾 見沼たんぼの昆虫観察 

開催日時：11月 20日（日）14時～15時 30分 

集合場所：浦和コミュニティセンター（第 8＋第

9集会場） 

     ＪＲ浦和駅東口前コムナーレ 10階      

講 師： 荻原昇先生 

申込み： 当日、上記集会室にて（13時 30分よ

り受付 

参加費： 無料 

  

斜面林の体験学習 

開催日時：12月 11日（日）9時 30分～12時 

集合場所：さいたま市立大宮体育館正門内側 

体験学習場所：大和田緑地公園特別緑地保全        

     地区      

体験学習内容：落葉搔き実習と公園観察 

交通  ：東武アーバンパークライン 

     （旧野田線）大宮公園駅又は 

     大和田駅より徒歩約２0分 

費用  ：無料 

 

 

 

 

 

 

見沼たんぼクラブ会員関係のイベント 

第 19回さいたま市みどりの採点 

10月 23日（日）9時 30分～15時 30分 

◆「みどりに親しみ、みどりから学び、みどり 

 を守り育てましょう！」とのスローガンの基 

 に、市民団体、学校、行政機関との協働事業 

です。来場者が「作る」「調べる」「動く」を 

主体とした市民参加型のイベントです。誰で 

も参加できる青空ヨガもあれば、大型紙芝居 

の実演もあります。ＪＡの野菜販売と福祉施 

設の飲食販売以外はすべて無料です。当会会 

員でもある、ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレ 

ンドが参加します。 

見沼たんぼくらぶの会員募集 

見沼たんぼくらぶの入会をお勧めします！ 

 

◆季刊「みぬま通信」郵送します。 

◆埼玉県土地水政策課の支援をもとに様々な 

  体験事業を展開しています。 

 

年会費    1口  ￥１，０００ 

 個人（同居の家族単位） 1口以上   

 企業・団体       3口以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年会費  1口  ￥1000円 

 個人（同居の家族単位） 1口以上   

 企業・団体       3口以上 

 

見沼たんぼくらぶのイベント案内 


